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1. はじめに
フォトクロミック化合物を分子エレクトロニクス素子として用いることを考えると、表面での配列制御は不可避の課題である・・・

・・・

2. 協同的表面分子配列とその光応答
フォトクロミックジアリールエテンを用いた固液界面でのSTMによる表面配列の光応答・・・
・・・
最近我々は、固液界面での表面被覆率の濃度依存性に対して協同性モデルを適用することにより、分子配列の協同性パラメータを求めることに成功した1)。・・・
・・・
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